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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、平成26年５月12日の平成26年３月期決算発表時に開示した平成27年

３月期第２四半期累計期間（平成26年４月１日～平成26年９月30日）の業績予想を修正することとしましたの

で、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成27年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想数値の修正 

（平成26年４月１日～平成26年９月30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１ 株 当 た り 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

9,202 

百万円 

143 

百万円 

△38 

百万円 

△45 

円 銭 

△2.83 

今回修正予想（Ｂ） 8,023 146 5 △3 △0.20 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,178 2 44 41 2.63 

増 減 率（ ％ ） △12.8 1.9 － － － 

（参考）前期第２四半期実績 

（平成26 年３月期第２四半期） 
9,575 292 168 104 6.54 

 

 

２．平成27年３月期第２四半期累計期間の個別業績予想数値の修正 

（平成26年４月１日～平成26年９月30日） 

 売 上 高 経 常 利 益 四半期純利益 
１ 株 当 た り 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

9,163 

百万円 

△42 

百万円 

△48 

円 銭 

△3.07 

今回修正予想（Ｂ） 7,972 △6 △13 △0.84 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,191 35 35 2.23 

増 減 率（ ％ ） △13.0 － － － 

 

 



 

 

 

 

３．修正の理由 

 

  ＜個別＞ 

当第２四半期累計期間の売上高につきましては、不動産事業のうち戸建分譲事業において、消費税率改定によ 

る駆け込み需要の反動の影響が長引き、前期からの繰越物件並びに新規分譲物件の販売に遅れが発生したことか 

ら、1,327百万円の減収となり、売上高は4,912百万円の見込みとなりました。 

 建設事業につきましては、リフォーム、注文受注において消費税率改定の影響を受け、売上高については減収 

となりましたが、法人受注につきましては、売上月の前倒しにより増収となった結果、建設事業全体では売上高 

は3,060百万円となり、136百万円増加する見込みとなりました。 

 これらの結果、全体の売上高は、前回予想9,163百万円に対し7,972百万円と1,191百万円減少する見込みで 

あります。 

 利益面につきましては、不動産事業、建設事業ともに粗利益率が向上したことに加え、戸建分譲事業の新規分 

譲物件において、販売関係費用を大幅に削減できたこと、並びに金融関係費用が改善したことから、経常利益は 

前回予想42百万円の経常損失に対し35百万円改善し6百万円の経常損失となる見込みです。 

また、四半期純利益につきましては、前回予想48百万円の四半期純損失に対し35百万円改善し、13百万円 

の四半期純損失となる見込みです。 

  

 ＜連結＞ 

  主に連結財務諸表提出会社（当社）の業績予想の修正によるものであります。 

 

    

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
 

以 上 


